
今日は久しぶりの莞工｡
澄んだ空気を胸いっぱいに吸い込み､ウ-ンと背伸びを一つ｡今日は何だかいいことがありそう｡

コツ｡コツ｡コツ｡ため
らいからに響くヒール皇日が､遠くから聞こえてきた｡｢こんにちはっ｡お願いします-｣｡ぱっちり決まったパンツス↓に､霧がいっぱい入りそうな撃今日の相談者はYさん､三十歳｡大学卒業後入った会社で､ずっと営業職に就いている.たか,h示､とっても元気がいい感じ｡今日の青空のような笑顔につられて､私も笑みを浮かべながら相談室へ｡

｢ようこそお越しくださ
いました｡今日は良いお天気ですね｡仕事なんかせずにどこかへ遊びに行きたい気分ですね～｣なんて話をしていくうちに､少しずつYさんの表情が曇り､ポッリ､ボツリと話し始めた｡｢今の仕事は､自分から希望したんですが､とても忙しくて｣

全速力で仕事を終えて
も､次から次へと仕事が舞い込んでくるし､後輩の指導も任されて､もう､どうしていいのか分からないという｡｢同じ課には女性の

先輩がいなくて将来も不安だし｡私には合わない仕事かもしれないので､いっそ転職した方がいいのでは､と思うようになって　｣と言い繁るや否や､どっと涙が溢れ出した｡
私は､そっとティッシュ

を渡し､Yさんの気蒔ちか落ち着くまでゆっくりと待った｡

数分後､Yさんは堰を切
ったかのように､溜まっていた気待ちを吐き出した｡時間に追われ切望貰って仕事をこなす姿を尻目にさっさと帰る上司､ひとこと言うとブーツとふくれてしまつ後輩､残業続きで帰宅は午後十時過ぎになることも｡休日出勤､仕事の彊ち帰りも当たり前｡自分がすり減っていくような状態で､とても結婚や子育てと仕事の両立をしている自分が想像できないことなど･｡

私は｢うん､うん｣とう

不満の際涯本譜の轄始

まつおか･きちよ一九三
年福井市生まれ｡大業丁業後､衣料品メーカー､社会保険労務士事務所を経て､特定社会保険労務士､産業カウンセラー､キ

ャリア･コンサルタントの各資格を取得二一〇〇七年八月から｢ふくい女性活躍支援センター｣で女性のためのキャリア相談に拐わっている｡
なずき､ときには｢それはひどいよね-｣と一緒になって､腰を立てたり悔しかったりしながら､じっくりYさんの話を聴いた｡ひたすら聴いた.

すると三十分ほどたった
ころ､Yさんの言葉の節々に少しずつ､変化が見られ始めた｡｢でもやっぱり-､お客さんが寡なたに任せて良かった直って言ってくれるのは嬉しいL L

思い切って聞いてみた｡
｢で､やめたいのっ　本心ほど､つなのっ｣｡すると｢うーん､ど､｢ふな｡この仕事は好きなのかもっ｣｡

長い沈黙｡｢も-京子し頑張ってみよ
うかな｣｡ど,｢やら､職場環境への不満の中で埋もれていた仕事に対するやnかいや自分の本当の気持ちに気付いたのだうう｡さっき

イラスト･多田<にお

の｢曇り一時雨(時に雷)｣の表情から､また青空のよ
I(左明るい笑顔が戻ってき

た｡

ポッ｡なんだか嬉しくな

って私もニッコリ｡｢またつらくなったら､いつでもいらしてくださいね｡待っていますよ｣と声をかけると､Yさんははにかみなかと乱し､軽快な聖を残
して相談室を後にした｡

×　×　×

女性たちにとって真の働
きがいって何だろう､働きやすい環境って上福井市の県生活学習箪薩｢ふくい女性活躍支援センタ｣には連日､働く福井の女性たちが相談に扉をたたく｡悩み､ときに挫折しながらも懸命に前へ歩もうとする女性たちを温かく見つめ､後押しする松岡幸代さんの〝相談日記〟を紹介

犀8-8　8

(福井新聞社提供)


